
‘
’
。
報
こ
I
I
ｔ

.
･
ｉ
ｎ
一
一
で
］
に

：
作
こ

新
｀
ｔ
－
｝

１
年
Ｉ

６
年
号

／
5
8
1
5
9

祗
獅

八
〇
？

宇治市民憲章から

すみよい環境を

つくりましょう

ごみ中継所閉鎖や時間変更

今
日
か
ら
清
掃
事
業
を
充
実

今
日
、
六
月
一
日
か
ら
、
ご
み
中
継
所
の
閉
鎖
や
午
前
と

午
後
の
収
集
時
間
変
更
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

清
掃
事
業
を
充
実
す
る
新
し
い
取
り
組
み
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

を心に皿″ごし
ｍら十

正
副
議
長
な
ど
決
ま
る

さ
る
五
月
二
十
日
と
二
十
一
日

に
聞
か
れ
た
宇
治
市
議
会
五
月
臨

時
会
で
、
正
副
議
長
お
よ
び
常
任

委
員
会
と
特
別
委
貝
会
の
メ
ン
バ

ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
二
年

市
議
会
５
月
臨
時
会
で

問
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
未
了
。

こ
の
改
選
は
、
正
副
議
長
の
辞

職
と
常
任
委
員
の
任
期
切
れ
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
第
土
ハ

代
議
長
に
は
野
口
一
美
議
員
、
副

野
口
一
美
議
長

福
井
光
雄
副
議
長

議
長
に
は
福
井
光
雄
議
員
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
次
だ
、
議
会
選
出
の

監
査
委
員
に
竜
五
郎
議
員
夕
選
任
。

各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
Ｏ
印
は
委
員
長
、
○
印

は
副
委
員
長
で
す
。
）

Ｏ
梅
原
文
雄
、
竹
林

○
高
原
孜
行
、
名
手

咲
峻
寛
史

川
口
祐
一
平
岡
久
夫

北
村
庄
嗣
吉
田
明

な
お
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
議

会
の
議
員
に
、
総
務
常
任
委
員
Ｍ

委
員
八
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

一
市
民
環
境
常
任
委
員
会

Ｏ
佐
藤
京
子
野
口
一
美

○
川
口
信
博
村
田
省
蔵

秋
月
賢
治
山
中
登

田
中
清
竜
五
郎

な
お
、
南
山
城
伝
染
病
舎
組
４
Ｄ

議
<
!
Ｒ
の
議
員
に
は
、
市
民
環
境
常

任
委
員
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

」
建
設
水
道
常
任
委
員
会

Ｏ
加
地
勇
庄
司
洋

○
加
藤
ｔ
晨
西
川
善
通

浅
見
健
二
福
井
光
雄

江
口
辰
辺
宮
城
日
出
年

清
掃
事
業
は
、
市
民
忠
洒
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
仕

事
の
一
つ
で
す
。
市
で
は
、
市
民

の
忠
掴
績
の
向
上
牽
め
ざ
し
、

燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
直
営
Ｍ
ｔ

い
、
そ
の
焼
却
と
、
し
尿
処
理
を
、

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
郡
兄
な
い
ご
み
の

収
集
は
業
者
委
託
で
竹
っ
て
い
ま

す
。市
で
は
、
急
速
に
人
口
が
増
加

し
始
め
た
昭
和
三
十
八
年
か
ら
燃

え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
の
分

別
収
集
配
茄
。
市
民
の
ご
協
力

の
も
と
二
十
年
近
ぐ
経
て
定
着
し

て
き
て
い
未
了
。
四
十
三
年
か
ら

燃
え
る
ご
み
の
週
一
回
の
曜
日
収

集
を
開
始
。
五
十
年
に
は
、
ご
み

減
量
と
資
原
の
再
利
用
を
目
的
に

古
紙
回
収
事
業
夕
ほ
じ
の
ま
し
た
。

つ
い
で
五
十
二
年
十
二
月
か
ら

燃
え
る
ご
み
の
週
二
回
収
集
m

施
。
こ
れ
は
従
来
の
個
別
回
収
か

ら
定
点
収
集
方
式
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
員
も
機
材
も
増
や
さ

ず
に
実
同
地
方
財
政
危
機
の
中

で
財
政
自
主
再
彗
箇
の
推
進
に

大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
″
ク
や
発
泡

ス
チ
ロ
Ｌ
ル
の
普
及
で
、
燃
え
な

い
ご
み
が
急
増
し
五
十
四
年
七
月

か
ら
月
二
回
収
集
倉
付
っ
て
い
ま

す
。今

後
は
ご
み
の
資
源
化
、
空
カ

ン
や
空
ビ
ン
の
再
利
用
が
課
題
と

な
っ
て
い
卓
子
。

取
組
み
の
あ
ら
ま
し

今
回
の
取
ぴ
組
み
は
、
宅
地
開

発
な
ど
に
よ
る
人
口
増
加
と
、
ご

み
の
排
出
量
の
増
加
に
よ
っ
て
、

収
集
地
区
の
ご
み
の
量
に
不
均
衡

特
別
委
員
会

が
坂
迎
た
め
収
集
体
制
か
見
直

１
改
善
し
＾
<
ｒ
＼
と
、
地
域
ご
と
の

ご
み
の
量
な
ど
調
査
し
検
討
を
進

め
て
參
だ
も
の
で
す
。

そ
の
主
な
点
は
、
①
収
集
時
間

の
午
後
と
午
前
の
底
更
、
②
ご
み

中
継
所
の
閉
鎖
、
③
長
谷
山
清
掃

工
場
へ
の
直
接
搬
送
体
制
の
確
立
、

午
前
と
午
後

収
集
時
間
を
変
更

所継中みごたれさ鎖閉らかヽ
つ
よき

積
み
替
え
ず

工
場
へ
直
送

み
ぞ
掃
除
の
土
も

定
期
回
収

一ｌｌ一Ｓ一一ＩＳ一一一一ｆｆＶ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

…
一

て
い
る
も
の
だ
け
を
回
収
し
泳
ｙ
。

ま
た
古
紙
回
収
事
業
も
、
さ
ら

に
多
く
の
息
該
や
町
内
会
で
取

的
＼
組
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
従
来

水
曜
日
だ
け
回
収
し
て
い
た
の
を

水
・
木
・
金
曜
日
の
三
日
間
で
回

収
し
、
回
収
範
囲
が
広
が
i
<
ｊ
Ｍ
Ａ
ｒ
i

に
し
未
了
。

人
員
・
機
材
は

最
小
限
の
増
で

こ
れ
ら
の
取
り
取
み
に
A
W
な

.
ｒ
＼
人
員
・
機
材
は
最
小
限
の
増
加

に
と
戸
石
車
ふ
、
中
継
車
四
台

を
収
集
軍
に
買
い
換
え
る
の
と
古

紙
回
収
用
の
荷
台
の
低
い
車
二
台

の
購
入
が
最
低
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
に
経
費
は
一
千
八
百
二
十
万
円
、

ま
た
中
継
所
の
跡
地
を
収
集
車
の

車
庫
に
梨
９
る
た
め
の
整
備
に

亘
二
十
万
円
、
■
合
わ
せ
て
一
千
九

百
五
十
万
円
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

吏
欠
員
に
つ
い
て
は
、
三
人

m
や
し
対
処
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
ず
。

ｒ
Ｄ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ

水
て
ご
乱
一
紙
燃
・

ヽ
め
に
け
ナ
古
可
を

別
広
業
分
一
て
・
積

分
り
事
に
コ
え
へ
集

Γ
作
掃
み
の
考
点
て

｀
を
清
ご
し
度
定
け

に
ル
ヽ
い
流
一
に
分

策
一
れ
な
ゝ
う
・
日
ら

対
ル
さ
え
を
も
う
当
た

み
の
行
燃
分
・
に
よ
の
つ

ご
つ
嘆
と
水
を
前
し
日
な

る
３
で
み
の
’
り
る
ま
集
重

け
の
庭
Ｉ
ご
み
切
て
し
収
が

続
丿
家
・
ル
る
ご
水
捨
出
は
集

え
用
ご
い
一
え
生
分
一
に
み
収

増
利
各
ぶ
ル
燃
一
９
用
ど
ご
物

は
再
・
だ
の
一
り
で
利
な
ヽ
燃

で
｀
す
く
つ
別
切
ど
生
収
た
不

市
り
ま
力
３
分
水
な
再
回
ま
と

切
い
協
く
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倒行発日―月
ｇ
り

ｊ眸郷旧年9
8
11りよだ政市治宇吟ｒ

Ｄ
斟

197のそく

奈
良
興
福
寺
多
聞
院
の
僧
英

俊
の
筆
に
な
る
「
多
聞
院
日
記
‘

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
正

月
十
九
日
の
条
に
、
「
宇
治
ノ
茶

ウ
ル
助
丞
息
」
の
使
者
の
一
件

が
記
さ
れ
て
い
る
。

宇
治
茶
の
売
買
を
商
い
Ａ
＞
Ｋ

る
助
ク
丞
な
る
者
の
息
子
、
例

年
正
月
半
ば
に
行
な
わ
れ
る
左

義
長
の
行
事
の
際
に
、
今
年
は

座
敷
で
畑
Σ
璽
刄
薪
誂
す
べ

く
、
奈
艮
の
鍛
治
師
に
そ
の
誂

え
を
依
頼
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
去
る
十
二
、
三
日
の
頃
、

こ
の
助
ウ
塞
の
息
子
に
命
じ
ら

れ
て
奈
良
ま
了
で
の
脇
差
＊
)
Ａ
)

り
に
…
ｍ
か
け
て
い
た
使
い
の
者

さ
る
五
月
二
土
〈
日
、
平
盛
小

学
校
で
は
、
一
年
生
に
正
し
い
横

断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
舎
敦
え
る

。
交
通
安
全
教
奔
を
開
き
ま
し

た
。こ

の
日
、
一
年
生
の
児
童
約
百

六
十
人
が
、
三
人
の
婦
交
’
兄

（
婦
人
交
通
指
導
員
）
か
ら
お
話

か
聞
き
、
実
際
に
横
断
思
努
漑

が
、
帰
途
。
処
々
の
茶
屋
で
目

慢
げ
に
脇
差
か
ぷ
せ
Ｋ
か
し

て
い
た
結
果
、
つ
け
狙
っ
て
い

た
者
に
、
長
池
忿
習
た
辺
S
i

で
殺
害
‘
ｇ
れ
た
"
<
＾
ｉ
ｉ
、
脇
差
も

盗
次
れ
て
１
ま
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
「
只
一
人
ニ
テ
大
事

ノ
物
ヲ
持
テ
行
ケ
ル
」
と
m
i

ど
、
往
還
の
人
々
が
一
時
m

之
賓
詰
い
の

茶
屋
と
て
、
「
ち

ょ
っ
と
一
胆

と
い
っ
た
安
易

な
気
分
で
は
立

ち
寄
れ
な
い
ぷ

往
来
の
茶
屋
と
い
え
ぱ
、
す

ぐ
m
i
思
い
が
ず
の
が
宇
治
橋

畔
の
通
圓
茶
屋
で
あ
り
、
ま
た

能
『
頼
M
j
＊
Ｍ
>
じ
っ
た
狂
言

『
j
S
S
i
'
ｐ
あ
る
。

諸
国
一
見
の
僧
が
字
治
橋
ま

で
や
っ
て
ぐ
る
と
、
か
た
わ
ら

の
茶
屋
が
往
来
９
〈
々
に
茶
湯

を
た
れ
ほ
て
い
る
。
訳
か
聞
く

い
く
。
こ
れ
が
狂
言
「
通
周
」

’
の
構
成
だ
が
、
夢
幻
能
の
秀
作

と
し
て
知
ら
れ
た
『
頼
ｉ
ｇ
ｊ
＊
j

そ
の
ま
莉
用
し
た
と
り
７
形

鳩
上
の
あ
り
方
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
茶
碗
・
茶
男
・
柄
杓
を

も
っ
、
し
ゃ
れ
た
狂
言
に
仕
上

っ
て
ぃ
る
の
が
面
白
い
。

こ
の
通
圓
茶
屋
に
関
し
て
は

荼
と
狂
言

つ
^
＾
＾
v
ｔ
≪
I
面
も
あ
っ
た
ぶ
コ
と
、
昔
、
宇
治
橋
供
養
の
折
に

だ
。
前
回
に
掲
げ
た
狂
言
「
木
通
圓
と
り
娑
塵
坊
主
が
討
死

六
駄
‘
と
と
も
に
、
こ
の
『
多
な
ら
ぬ
茶
の
た
て
死
を
し
、
今

聞
院
日
記
‘
に
み
る
「
宇
治
ノ
日
は
そ
の
命
日
に
あ
た
る
と
い

茶
ウ
ル
助
丞
息
」
の
使
者
の
話
う
。
茶
屋
に
頼
ま
れ
て
僧
が
読

も
、
当
時
に
お
け
る
往
来
と
茶
経
し
て
い
る
と
、
渫
圓
の
亡
霊

と
の
結
び
つ
き
、
あ
る
い
は
街
が
「
一
戸
の
囃
子
に
つ
れ
て

道
の
茶
屋
の
風
景
牽
よ
く
伝
え
聊
ｐ
れ
、
最
期
の
有
様
を
物
語

た
も
の
と
い
え
よ
ｙ
ｌ
。
■
り
、
弔
い
を
感
謝
し
て
消
え
て

る
練
習
を
し
奔
レ
だ
。
ま
ず
、
交

差
点
９
繁
胞
つ
て
、
物
の
か
げ

や
自
動
車
の
前
後
、
路
地
な
芦
か

ら
の
飛
び
出
し
の
危
険
な
こ
と
に

つ
い
て
説
明
＊
J
S
≪
ｒ
ｔ
４
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
実
際
の
横
断
悒
’
一

の
渡
ひ
方
蔵
お
友
だ
ち
の
中
か

ら
二
人
が
や
っ
て
み
奔
し
た
。
一

人
の
子
は
、
横
断
歩
道
の
手
前
で

止
ま
り
、
左
右
夕
確
か
め
、
手
を

上
げ
て
渡
ひ
ま
し
た
。
し
か
し
、

も
コ
ー
人
の
子
は
、
横
断
歩
道
前

で
止
ま
ら
す
、
左
右
も
確
か
め
ず

に
、
走
っ
て
渡
ひ
ま
し
た
。
で
も

婦
交
さ
ん
の
や
さ
Ｊ
)
V
親
切
な
指

導
で
、
二
回
目
に
は
正
し
く
安
全

に
尽
れ
る
ぶ
フ
に
な
り
ま
し
た
↓

太
閤
秀
吉
と
の
因
縁
夕
語
る
伝

承
も
あ
る
が
、
通
詞
と
い
ヶ
茶

屋
坊
主
の
茶
の
た
て
死
と
と
も

に
、
実
説
に
つ
い
て
は
定
か
で

は
な
い
。
Ｌ
ぶ
し
、
京
都
と
奈

良
の
中
間
に
位
置
し
、
水
陸
交

通
の
結
節
点
と
し
て
重
要
な
役

割
襄
じ
て
き
た
宇
治
橋
の
橋

畔
に
、
早
く
か
ら
こ
シ
し
た
茶

屋
が
ひ
ら
揺
架
の
人
■
＊
（
に
一

時
の
憩
迄
脛
Ｕ
て
き
な
忌
ｙ

る
の
は
想
像
に
難
ぐ
な
い
。
ま

た
、
室
町
時
代
に
お
け
る
宇
治

茶
の
成
長
ぷ
り
を
屡
７
’
｝
吸

通
圓
と
い
ヶ
茶
屋
坊
主
の
実
否

や
そ
の
時
代
設
定
に
は
か
か
わ

a
な
ぐ
、
こ
こ
宇
治
橋
畔
で
茶

か
汲
一
つ
だ
茶
屋
の
存
在
は
、
宇

治
茶
の
盈
と

軌
を
一
に
し
て

い
た
と
ず
る
ほ

.
ｒ
Ｃ
Ｒ
ｌ
Ｍ
＜
や
す

い
。橋

は
旅
人
の

往
環
す
る
と
Ｃ
（
一
で
あ
る
。
橋

畔
の
茶
屋
で
は
岑
愚
答
な
話

が
落
ち
こ
ぼ
れ
吏
篇
石
つ
て

い
く
。
そ
の
な
か
忿
社
言
の
題

材
と
し
て
好
ん
で
と
■
ｓ
ｗ
Ｒ
げ
ら

れ
た
憲
案
に
ま
つ
わ
る
話
は
、

い
や
ま
し
に
茶
ど
こ
ろ
宇
治
の

名
声
か
高
め
て
い
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
今
日
に
継
承
さ
れ
た

そ
れ
ら
の
数
々
は
、
中
世
末
か

身
鎗
筋
に
不
動
の
地
位
を

築
い
た
「
宏
索
呂
の
輝
か

し
い
証
と
で
も
＾
<
ｒ
＼
ペ
意
志

歴
史
資
料
室
（
旧
市
史
編
さ

ん
室
）
で
は
、
『
雲
吊
呂

第
一
上
ハ
巻
か
頒
布
中
で
す
。

巻
に
よ
っ
て
は
残
部
僅
少
で
す

の
で
、
購
入
希
望
の
方
は
、
早

「
宇
治
市
史
」
領
布
中
縁
丿
室
ま
で
お
越
し

夢
幻
能
の
形
を
と
つ
た
狂
言
「
通
圓
」

家
庭
で
も
指
導
を

こ
の
ほ
ど
。
市
教
育
委
員
会
で

は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
「
児
童

串
狂
の
問
題
行
動
の
現
況
」
m
i

と
の
ま
レ
た
。

こ
れ
は
、
学
校
、
家
庭
、
社
心
一
、

行
政
の
責
任
と
役
割
忠
習
か
に

す
る
た
め
、
児
童
・
牛
徒
の
問
題

行
動
の
原
因
や
背
景
な
ど
を
解
明

し
よ
う
と
す
る
資
料
の
一
つ
で

す
。
問
題
行
動
と
は
、
牛
居
指
導

上
に
お
い
て
教
育
的
立
場
か
ら
特

’
に
指
導
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
行

為
や
行
動
登
高
い
未
７
．

低
年
齢
化
の
傾
向

一
・
八
倍
に
増
加
し
て
い
‘
’
チ
。

し
か
し
、
こ
れ
は
各
校
の
単
活
指

導
の
積
極
的
な
取
的
一
組
み
が
な
さ

れ
、
問
題
行
動
が
掘
ぴ
お
こ
芦
れ

た
か
＾
£
＊
J
と
？
合
弓
手
一
。

学
年
別
で
は
、
六
年
生
が
一
番

多
く
延
べ
百
十
九
人
。
昨
年
度
と

比
べ
、
全
体
と
し
て
一
年
生
、
二

年
生
、
五
年
生
、
六
年
生
が
二
倍

以
上
に
増
加
し
て
お
り
、
問
題
行

動
の
低
年
齢
化
傾
向
か
み
β
れ
ま

す
。問

題
行
動
別
で
は
、
ト
″
プ
が

万
引
で
一
〈
十
五
件
、
延
べ
百
五
十

六
人
と
な
っ
て
い
康
ｙ
。
昨
年
度

と
比
ベ
ク
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

娯
楽
場
へ
の
出
入
ぴ
が
増
え
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
家
か
ら
の
金
銭

持
出
し
が
増
加
し
て
い
ま
ず
。
ま

た
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
喫
煙
も
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
問
題
行
動
は
、
い
ま

ま
で
一
過
性
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
二
回
以
上
お
こ
す
犯
童
が
増

え
て
い
ま
ず
。
低
学
年
の
児
童
は

万
刄
ｔ
り
返
λ
し
て
お
こ
し
、

高
学
年
に
な
る
と
一
人
が
万
引
、

家
出
、
金
銭
持
出
し
、
先
生
へ
の

暴
力
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
行
動

を
お
こ
し
て
い
未
了
。
こ
れ
ら
の

児
童
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
過

保
護
や
放
任
、
親
の
指
導
の
弱
さ

な
ど
家
庭
の
あ
り
方
に
問
題
が
あ

暴
力
化
の
現
象

の
で
、
あ
な
た
が
ご
存
知
の
名
者
次
た
は
推
罵
者
の
住
所
、
氏

木
が
あ
れ
ば
ぶ
豚
ぐ
だ
さ
い
。
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
で

｀
Ｓ

－
一

一
一皿
｀

－
・作

皿
″
一

｀
｛
｀
″

｀
‘

一
一

名
木
百
選

た
だ
い
ま
募
集
中

人権擁護委員きまる
人
権
擁
護
寞
尽
人
格
・
識
見
Ａ
Ｋ
Ｐ
に
高
ぐ
、

社
会
の
実
情
に
通
じ
人
権
へ
の
理
解
も
深
い
人

で
、
次
の
方
々
が
法
務
杢
垢
ら
委
嘱
套
笛

し
た
。

も
し
、
差
別
夕
尋
ぴ
た
り
、
名
誉
鷺
戻
元

た
と
き
、
離
婚
や
相
続
の
家
同
問
題
、
借
地
や

金
銭
問
題
な
ど
で
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
は
、
思

い
切
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
憩
蕪
料
で
、

個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
罵
相
談
日
は

毎
月
第
一
木
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
で
、
場
所
は
市
民
会
館
第
二
会
議
室
。

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
‘
兄
の
自
宅
や
京
都

地
方
法
務
局
人
権
擁
護
係
で
も
で
孝
示
ｙ
。

荒
木
嘉
夫
木
幡
大
瀬
戸
ミ
ー
λ
一
言

井
戸
田
侃
木
幡
熊
小
路
1
1
1
-
０
〈
九

入
江
甚
之
輔
宇
治
妙
楽
一
＝
‐
一
一
回

熊
木
治
夫
横
島
町
北
内
三
当
吾
一

佐
久
間
重
一
宇
治
妙
楽
一
＝
。
一
三
宅

前
川
桂
子
菟
遭
九
山
一
〒
温
五
八

松
本
得
一
宇
治
蔭
山
一
で
一
曼

向
井
信
雄
大
久
保
町
山
ノ
内
B
l
-
六
Ｂ
≪

山
・
口
政
一
小
倉
町
西
浦
一
で
Ｉ
Ｉ

山
花
忠
次
郎
宇
治
善
法
こ
Ｉ
Ｉ
ニ
曼

五
月
二
土
八
日
か
ら
ａ
本
脳

炎
の
予
防
接
種
が
各
地
域
で
実

一
’
冒
れ
て
い
求
ふ
、
六
地
蔵

や
木
幡
地
域
の
哉
一
と
な
っ
て

い
る
木
幡
公
民
館
と
、
従
来
か

象
薬
幡
公
民
分
館
と
m

同
’
瓦
て
い
る
市
民
の
み
な
さ

ん
も
お
A
a
ｔ
る
の
で
は
な
い
で

し
よ
’
７
か
。

・
木
幡
公
民
館
は
京
阪
木
幡
駅

舎
五
十
赳
辰
側
、
木
幡

公
民
分
館
は
許
波
多
神
社
の
境

内
に
あ
り
ま
ず
。◇

と
こ
ろ
で
、
市
政
だ
よ
り
で

（
秘
書
課
）

は
、
今
ま
で
各
地
域
の
分
館
を

通
称
と
し
て
｛
○
公
民
館
‘

（
た
と
＆
池
辺
公
民
館
、
伊

勢
田
公
民
館
、
広
野
公
民
館
な
。

ど
）
と
呼
ん
妥
茎
し
た
が
、

木
幡
公
民
館
９
蔑
に
と
も
な

い
今
年
屎
公
こ
Ｑ
一
χ
罠
分

Ｆ
ど
本
来
の
名
称
か
用
い
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
１
素
市
に
は
公
民

館
が
ニ
カ
所
采
幡
と
宇
治
）
、

公
碧
斂
が
十
五
ヵ
所
（
従
来

か
身
孤
域
に
あ
る
も
の
）
と

な
っ
て
い
未
了
。

な
お
、
現
在
、
小
倉
地
域
に

公
民
怒
裔
設
中
。ｔ
一

戸
ｎ
）

ｑ
ｌ
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存
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交
通
事
故
相
談
を
開
催

6
月
1
0
日
市
民
会
館
で

交
通
事
故
の
発
生
は
全
国
で
年

間
四
十
七
万
件
も
あ
り
ま
す
。
不

幸
に
し
て
、
事
故
に
あ
っ
た
り
。

事
故
を
お
こ
し
た
り
し
て
困
る
の

が
損
害
賠
償
問
題
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
事
故
の
賠

償
な
ど
で
家
庭
が
破
壊
鳶
笞
こ

と
が
な
い
ぷ
つ
に
交
通
事
故
相
談

を
開
章
示
す
。

▼
と
き
…
６
月
1
0
日
伽
、
午
後

Ｌ
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
：
宇
治

市
民
会
館
２
階
▼
相
談
貝
・
：
弁
護

士
ｖ
申
込
み
・
：
市
役
所
交
通
労
政

課
（
豊
ａ
１
１
４
１
・
内
線
２
６

２
）
へ
。

相
談
内
容
は
秘
密
で
す
。
無
料

？
Ａ
Ｋ
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
ま

案
内

高
校
の
支
度
金

奨
学
金
の
申
請

府
で
は
、
高
等
学
校
へ
の
就
学

の
援
助
を
は
か
る
た
め
、
奨
学
笠

や
入
学
支
度
金
奎
ヱ
給
し
禾
了
。

▼
支
給
対
象
者
・
：
昭
和
5
6
年
度

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
弟
で
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
な
ら
び
に
盲

学
校
お
よ
び
聾
学
校
の
高
等
部
に

就
学
し
、
次
の
世
帯
に
該
ｆ
ｆ
ｒ
-
る

人
①
母
子
世
帯
・
・
・
母
と
2
0
歳
未
満

の
子
零
た
は
母
子
と
6
5
歳
以
上
の

人
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
②
父
子

（
保
健
衛
生
ａ
）
ａ
ｔ

１

ｉ

す
の
で
、

さ
い
。

お
気
軽
に
ご
利
用
ぐ
だ

（
交
通
労
政
課
）

世
帯
・
：
父
と
2
0
歳
未
満
の
子
粟
た

は
父
子
と
6
5
歳
以
上
の
人
の
み
で

構
成
す
る
世
帯
③
児
童
世
帯
・
：
父

母
の
な
い
2
0
歳
未
満
の
人
ま
た
は

児
童
お
よ
び
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
人
で
構
成
す
る
世
帯
④
身
体
障

害
者
世
帯
・
：
父
母
ま
た
は
そ
の
一

方
が
４
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上

の
世
帯
⑤
長
期
療
養
者
世
帯
…
父

母
ま
た
は
そ
の
一
方
が
国
民
年
金

法
別
表
に
定
め
る
程
度
の
世
帯
▼

支
給
額
矣
学
ｓ
…
国
公
立
全

日
制
＝
月
額
８
千
円
。
国
公
立
高

等
専
門
学
校
１
月
額
１
万
円
私

立
全
日
制
＝
月
額
２
万
６
千
円
。

私
立
定
時
制
１
月
額
１
万
９
千
円
。

通
信
制
＝
ａ
Ｔ
千
円
。
大
学

支
度
忿
・
：
国
公
立
虻
輿
谷
千

催
し

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
…
６
月
７
日
向
、
・
午
前

1
0
時
～
正
午
Ｖ
と
こ
る
・
・
神
明
小

学
校
▼
内
容
…
高
齢
者
が
日
常
気

軽
に
で
き
る
健
康
体
操
や
ゲ
ー
ト

円
。
私
立
全
ほ
制
＝
1
6
万
円
。
定

時
制
＝
1
2
万
円
。
通
悳
？
４
万

円
Ｖ
申
請
手
続
・
：
６
月
3
0
日
ま
で

に
在
学
証
明
書
と
印
か
ん
忿
持
参

の
シ
λ
、
福
祉
課
ま
で
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

幼
稚
園
児
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

市
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
普
及

と
充
実
の
た
め
、
公
・
私
立
幼
稚

園
児
の
保
護
者
に
保
育
料
な
ど
の

減
額
措
置
や
補
助
金
を
出
し
て
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
は
か
っ
て

い
ま
ず
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
は
、
昭
和

5
6
年
度
市
・
府
民
税
納
税
通
知
書

な
ど
が
必
要
で
す
。
公
立
幼
稚
園

は
申
請
書
に
、
私
立
幼
稚
園
は
調

書
（
６
月
末
に
各
幼
稚
園
夕
通
じ

て
配
布
予
定
）
に
こ
の
通
知
書
を

つ
け
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
津
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

（
秘
書
課
・
社
会
教
育
課
）

「
児
童
手
当
」
現
況
届

６
月
中
に

児
童
手
当
を
舜
け
て
お
ら
れ
る

人
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

ボ
ー
ル
の
指
導
、
そ
の
他
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
直

接
会
場
へ
。
な
お
、
当
日
函
大
の

場
合
、
体
育
館
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
上
ぐ
つ
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
（
社
会
教
育
課
）

弓
道
教
室

宇
治
市
弓
道
協
会
で
は
、
弓
道

教
室
を
開
曝
柔
ｙ
。

木
幡
北
山
畑

中
川
忠
行
ち
ゃ
ん

5
5
す

く
・

ｙ
ん
1
H

哺
祐
さ
て
さ

て
Ｉ
子
し
だ

八
代
お
集
く

■
つ
い
る
募
絡

末
ｔ
す
を
連

よ
負
載
Ｉ
ご

。
い
も
掲
れ
へ

ん
に
に
ま
課

く
ん
欄
生
報

一
や
の
月
広

夕
ち
゜
こ
６
書

乱
丿
年
文

当
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｊ
＊
ｆ
祉
事
務
所
に
提

出
し
て
い
た
な
ｙ
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
ず
。

「
児
童
手
当
現
況
犀
は
、
受

給
者
の
前
年
の
所
得
額
や
養
育
の

状
況
、
加
入
在
れ
て
い
る
年
金
な

ど
m
査
し
て
、
引
露
７
低
童

歪
尹
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
２
ぶ
み
る
た
め
の
大
切
な
届

で
す
。こ

の
届
か
提
出
さ
れ
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
か
受
け

る
こ
と
が
で
參
な
ぐ
な
り
ま
ず
。

く
わ
し
ぐ
は
、
福
祉
課
母
子
児

奮
福
祉
係
ま
で
お
問
い
命
５
せ
く

だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

軽
1
1
動
車
の
納
税
証
明

昭
和
5
6
年
度
か
ら
、
軽
自
動
車

税
の
月
割
課
税
が
な
ぐ
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
４
月
２

日
以
降
取
得
し
た
車
両
の
車
検
を

舜
け
る
と
き
は
、
前
所
有
者
の
滞

納
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
ぐ
新
所

有
者
に
納
税
証
明
書
を
お
渡
し
し

ま
ず
。た

だ
し
、
自
動
車
検
査
証
が
な

い
と
納
税
証
明
書
が
交
付
で
･
ｍ
ａ

い
場
合
が
あ
り
ま
ず
。
必
ず
検
査

証
持
参
の
う
え
、
納
税
課
ま
で
お

▼
期
間
・
・
・
６
月
2
8
日
間
～
８
月

２
日
向
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日

の
午
後
Ｌ
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
陸

上
自
衛
隊
関
西
地
区
補
給
処
弓
道

場
▼
参
加
対
象
・
：
市
民
ま
た
は
市

内
勤
務
者
で
中
学
高
学
年
以
上
の

人
▼
参
加
費
・
・
・
社
会
人
圭
二
千
七

百
円
、
学
生
＝
三
千
四
百
円
▼
申

込
み
…
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

宇
治
市
体
育
協
会
（
宇
治
市
五
″

庄
三
番
割
、
震
Ｔ
９
０
５
）
か

河
野
弥
一
さ
ん
（
宇
治
市
小
倉
町

藩
四
－
1
5
'
Ｃ
ｃ
"
０
２
７
）

へ
。
６
月
1
5
日
ま
で
に
必
着
の
こ

と
。
（
社
会
教
育
課
）

議
長
杯
争
奪
弓
道
大
会

宇
治
市
弓
道
協
会
で
は
、
第
1
0

回
議
長
杯
争
奪
弓
道
大
会
を
開
き

季
］
。

▼
と
き
・
：
６
月
2
8
日
前
、
午
前

９
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
：
睦
上
自
衛

越
し
く
だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

城
南
高
校

体
育
施
設
開
放

▼
開
放
日
時
…
７
月
1
2
日
、
８

月
２
日
・
1
6
t
ｎ
.
3
0
m
'
９
月
６

日
・
2
7
E
、
1
0
月
1
1
日
、
1
1
月
2
2

日
、
1
2
月
６
日
、
い
ず
れ
も
日
曜

日
の
午
前
１
時
～
正
午
と
午
後
１

時
～
ｔ
時
▼
開
放
施
設
…
屋
外
運

動
場
と
屋
外
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
４
面
▼
利
用
で
膏
る
団
体
…
ス

ポ
ー
ツ
活
動
舎
ら
的
と
し
た
成
人

を
責
任
者
と
す
る
構
成
員
o
人
以

上
の
団
体
▼
利
用
手
続
・
：
城
南
高

校
内
の
学
校
開
放
運
営
委
員
会
に

登
録
し
た
上
、
使
用
希
望
Ｅ
の
約

一
ヵ
月
前
に
使
用
許
可
の
申
請
を

し
て
ｙ
ｙ
だ
さ
い
▼
問
い
<
ｉ
ａ
ｃ
＼
…

城
南
高
校
（
豊
ｏ
Ｉ
Ｌ
６
５
）
ま

１
（
社
会
教
育
課
）

不
用
犬
の
引
取
り

▼
と
き
・
：
６
月
９
鳳
固
▼
と
こ

ろ
１
兎
逗
公
民
分
館
・
：
1
0
時
4
0
分
、

黄
槃
自
衛
隊
正
門
前
・
：
1
0
時
5
0
分
、

木
幡
公
民
分
館
…
1
1
時
、
小
倉
仮

設
集
会
所
・
：
1
1
時
1
0
分
、
開
公
民

分
館
…
1
1
時
2
0
分
、
旦
悴
公
一
堂

・
：
1
1
時
3
0
分
。
（
保
健
衛
生
課
）

隊
関
西
地
区
補
給
処
弓
道
場
▼
種

目
…
近
的
▼
参
加
資
格
…
市
民
・

市
内
動
務
者
お
よ
び
協
会
登
録
者

ｖ
参
加
費
三
般
四
百
円
、
学
生

二
百
円
▼
申
込
み
…
６
月
1
5
E
ま

で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

性
別
・
電
話
番
号
・
段
位
を
記
入

し
て
、
体
育
協
会
（
宇
治
市
五
ヶ

庄
三
番
割
）
か
、
河
野
弥
Ｗ
ん

（
宇
治
市
小
倉
町
蓮
池
1
0
9
ト
1
5
）

ま
刄
（
社
会
教
育
課
）

市
民
潮
干
狩

宇
治
市
レ
ク
リ
干
‐
シ
ョ
ン
協

必
］
刄
吊
民
潮
干
狩
聚
竹
い
未
了
。

▼
と
き
・
：
６
月
2
1
日
剛
▼
行
き

先
…
三
重
県
の
御
殿
場
浜
ｖ
参
加

費
’
：
お
と
な
三
千
円
、
舌
も
二

エ
八
百
円
▼
申
込
み
・
：
参
加
費
を

添
え
で
社
会
教
育
課
ま
で
。
先
着

1
1
0
人
で
締
切
り
ま
で
一
。
‘

（
社
会
教
育
課
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

７ｎ
ぴ
ｑ
″

ミ

一

しないさせない迷惑駐車

き
ょ
仝
〈
月
一
日
か
ら
干
日

ま
で
、
「
迷
５
駐
車
を
な
ぐ
そ
う

府
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

交
通
の
流
れ
忿
妨
げ
、
牛
活

環
境
を
侵
害
す
る
迷
５
駐
軍
に

対
す
る
市
民
の
非
難
の
声
は
非

常
に
厳
に
こ
、
ま
た
放
置
自
転

車
、
駐
車
違
反
、
商
品
の
つ
き

出
し
な
ど
へ
の
苦
情
が
多
く
出

て
い
ま
ず
。

限
身
ハ
だ
公
共
の
空
間
で
あ

る
道
路
上
に
、
自
分
本
位
の
不

法
駐
車
を
し
た
曳
商
品
の
つ

き
出
し
な
ど
を
や
め
ま
し
ょ
’
Ｉ

Ｏ
迷
想
駐
車
を
な
く
そ
う

〇
正
１
Ｉ
使
お
う
、
み
ん
な
の

道
路

食
中
毒
が

花
ざ
か
り
の
季
節

梅
雨
に
は
ラ
ん
ざ
ジ
と
い
う

人
間
と
違
っ
て
、
高
温
多
湿
の

気
象
条
件
の
中
ｆ
猛
烈
な
ス
ピ

みんなの健康

で
す
か
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
い
て
い
は
、
バ

菌
が
着
い
て
い
て
増
殖
ｔ
ぐ
り

返
し
て
い
る
も
の
が
少
な
ぐ
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
バ
イ
菌
は
、
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
お
い
て
も
死
ぬ
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ

の
時
期
は
で
き
る
だ
け
新
鮮
な

材
料
で
、
食
べ
る
直
前
に
つ
く

４
皿｀

食
中
毒
に
ご
注
意
を

る
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

細
菌
性
食
中
毒
の

予
防
上
の
注
意

ち
ょ
っ
と
の
油
断
や
怠
慢
で

た
ち
ま
ち
食
品
は
侵
さ
れ
ま
ず
。

イ
菌
が
着
い
て
七
れ
が
増
え
る
日
頃
か
ら
次
の
こ
と
に
注
意
し

と
き
に
食
べ
る
か
ら
食
中
毒
を
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